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令和6年度行政評価　施策評価シート　（令和5年度実績）
施策名 交通安全の推進

施策コード 5050402

　１．施策の担当

主管課 都市整備部 道路公園課

関係課

　２．総合計画における位置づけ

総合計画

政策
第５章　安全でひとと環境にやさしいまち
づくり（安全・防災・環境） 節

第４節　生活安全

　施策目標

　対象（誰を、何を、どこを）

市民

　意図（どのような状態にしたいのか）

歩行者や自転車が安全で快適に通行できる道路環境を形成し、効果的な交通安全対策を実施し、交通安全意識の高揚を図り、交通事
故の防止に繋げます。

　３．市民ニーズ

施策
交通安全の推進

　基本方針

・交通安全施設を整備し、重大事故の発生を軽減します。
・引き続き、交通安全講習会等を通じて市民の交通安全に対する意識向上に努めます。

　現況と課題

・全国の交通死亡事故死者数及び重傷者数は、共に減少しています。
・自転車が関わる事故及び高齢者関連事故は減少傾向にありますが、発生すれば重大な事故につながります。
・他者への配慮が足りない、運転マナーに起因する事故が増えています。

R10 R11

満足度（偏差値） 52.4

R5 R6 R7 R8 R9

　４．施策にかかるコスト

単位 R4決算 R5決算

重要度（偏差値） 54.7

コス
トの
内訳

人件費

千円

17,586 20,257

事業費 138,241 142,754

財源
内訳

国庫支出金

千円

0 0

フルコスト 155,827 163,011

府支出金 0 0

その他 107,057 110,170

市債 0 0

一般財源２（＝直接
事業費ー特定財源） 31,184 32,584

一般財源１（＝フル
コストー特定財源） 48,770 52,841

　５．施策の重要業績成果指標(KPI)

KPI１ 交通事故による死傷者数

項目 R3実績 R4実績 R5実績 R6計画 R7計画 R8計画 R9計画

目標値 890.0 875.0 530.0 525.0 520.0 515.0 515.0

KPI設定の根拠 KPI目標数値の設定根拠 目標達成・未達成の理由・背景

この数値が減っているかを把握す
ることで、交通の安全性が向上し
ていることがわかります。

国・府の削減率に準じて、削減目
標値を設定。
最終年度510人を目標値とした。

泉佐野市の令和５年度の交通事故による死傷者数は、令和４年に比
べ４７人の減少となった。新型コロナウイルス感染症が第５類とな
り、社会活動の回復による交通事故件数が増加し、高齢者事故への
対策など社会全体に交通安全の関心が高まっている。

達成度 170.5 163.9 176.6

実績値 522.0 534.0 487.0
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③
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KPI２ 安全運転講習会参加者数

項目 R3実績 R4実績 R5実績 R6計画 R7計画 R8計画 R9計画

348.0 354.0

実績値 0.0 0.0 118.0

目標値 320.0 325.0 330.0 336.0 342.0

KPI設定の根拠 KPI目標数値の設定根拠 目標達成・未達成の理由・背景
春と秋の全国交通安全運動に合わせ
て、自動車の安全運転講習会を開催
し、市民の参加が増えることで、安全
運転の意識が向上していることがわか
る。

平成29年度以降、毎年約1％ずつ増
やすことを目標に目標値設定し
た。

泉佐野警察署等と連携した地道な講習会開催等の啓発活動実施の予
定だったが、新型コロナウイルス感染症による緊急事態宣言のため
中止となった。新型コロナウイルス感染症が治まったら、引き続
き、市報等を利用して積極的な参加を呼び掛けていく。

達成度 35.76

KPI３ 交通安全教室参加者数

項目 R3実績 R4実績 R5実績 R6計画 R7計画 R8計画 R9計画

3,600.0 3,600.0

実績値 3,831.0 3,551.0 4,662.0

目標値 5,300.0 5,300.0 3,600.0 3,600.0 3,600.0

KPI設定の根拠 KPI目標数値の設定根拠 目標達成・未達成の理由・背景
市内のこども園（私立幼稚園は依頼が
あった場合のみ実施）、小学校で交通
安全教室を開催し、児童の参加が増え
ることで交通安全の意識が向上してい
ることがわかる。

過去3ケ年の実績を勘案し、3,600
人を目標値とした。

令和５年度も全市立こども園（私立幼稚園は依頼があった場
合のみ実施のため令和4年度は実施せず）・小学校で実施し
ている。

達成度 72.28 67.0 129.5

KPI４ 放置自転車の撤去件数

項目 R3実績 R4実績 R5実績 R6計画 R7計画 R8計画 R9計画

130.0 120.0

実績値 130.0 166.0 164.0

目標値 365.0 345.0 160.0 150.0 140.0

KPI設定の根拠 KPI目標数値の設定根拠 目標達成・未達成の理由・背景

放置自転車の撤去件数が減少する
ことで、安全で快適な生活環境の
保持につながる。

令和５年度の実績から、毎年10台
ずつ減少させていくことを目標と
した。

新型コロナウイルス感染症が落ち着き、人々の移動が回復し
たが、令和５年度の駅前放置自転車等の撤去台数が、前年度
より２台減少した。

達成度 280.8 207.8 97.56

KPI５

項目 R3実績 R4実績 R5実績 R6計画 R7計画 R8計画 R9計画

実績値

目標値

KPI設定の根拠 KPI目標数値の設定根拠 目標達成・未達成の理由・背景

達成度
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施策に対する市民
ニーズ

（３点中） 満足度が平成24年度54.6から平成30年度51.7に低下しており、引き続き施策の
重要性を積極的に啓発していく必要がある。

2

施策を取り巻く状況
（法令等の動向、
国・府の政策の動
向、社会潮流など）

（３点中） 全国的に交通事故発生件数は年々減少傾向にあります。引き続き市民への交通安全啓発
を進めるとともに、泉佐野警察署、交通事故をなくす運動推進本部、交通指導員等と連
携を図り、交通事故のない安全で安心して暮らしていける泉佐野市をめざしていく。

2

図
表

　６．施策の事後評価

一次評価
（担当課によ
る評価）

判定項目 評価点 評価理由、今後の方向性等

施策の成果レベル
（過去の推移、周辺
市との比較なども含
む）

（４点中） 新型コロナウイルス流行が落ち着き、人々の移動が回復したが、令和5年度の
泉佐野市交通事故死傷者数（47名減）及び駅前放置自転車等数（2台減）が前
年度に比べ減少した。4

二次評価（政策推進課・行財政管
理課による評価） Ｂ

交通事故死傷者減少などは全国的な傾向にあるものの、市民アンケート結果から重要
度、満足度ともに上昇し、交通安全への意識が向上している。引き続き目標値の達成に
努めること。

三次評価（理事者による評価）
※二次評価と異なる場合など記載 Ｂ

合計点

（１０点中）

8点

総合評価 Ｂ

泉佐野市の交通事故発生件数及び死傷者数は、新型コロナウイルス流行が治まり人々の
移動が多くなったが令和５年は前年度に比べ減少したが、引き続き交通事故死ゼロを目
指して更なる交通安全運動の推進を行う必要がある。

一般財源

1 01009300 交通安全教育事業 6,447 36,394 9,399

　７．施策を構成する事務事業

事務事業 R5年度決算額
R6年度予算 一次評価

予算コード 事務事業名 人件費 事業費

0 Ｂ

0合計 20,257 142,754 32,584

0 Ｂ

4 01009650 自動車駐車場運営事業 1,877 1,718 -1,571 0 Ｂ

3 01009500 放置自転車対策事業 3,761 11,085 10,877

2 01009400 自転車等駐車場運営事業 8,172 93,557 13,879 0 Ｂ
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令和6年度行政評価 事務事業評価シート（令和5年度実績）

事務事業コード 040202010 予算コード 01009300 従事人員(人) 投入コスト(千円) 評価 評価点
事務事業名 交通安全教育事業 正規職員数 国庫支出金 有効性
担当課 道路公園課 嘱託職員数 府支出金

市単独事業 臨時職員数 市債 効率性
歳出(千円) その他
人件費総額 一般財源 妥当性

減価償却費
受益者負担

事務事業類型 運営事業 フルコスト(千円) 緊急性
実施手法 市直営 市民1人当りコスト(円)
対象 活動指標 R5実績 公的関与
不特定の市民 対象数

実施主体・委託化
事業の内容

他の事務事業との関連

成果指標 R5実績 透明性

財政健全化計画

財政健全化の取組

コスト指標 R5実績 改革改善プラン達成度
事業の目的

事務事業コード 040202020 予算コード 01009400 従事人員(人) 投入コスト(千円) 評価 評価点
事務事業名 自転車等駐車場運営事業 正規職員数 国庫支出金 有効性
担当課 道路公園課 嘱託職員数 府支出金

市単独事業 臨時職員数 市債 効率性
■条例・規則 歳出(千円) その他

人件費総額 一般財源 妥当性
減価償却費

受益者負担

事務事業類型 運営事業 フルコスト(千円) 緊急性
実施手法 全部委託 市民1人当りコスト(円)
対象 活動指標 R5実績 公的関与
不特定の市民 対象数

実施主体・委託化
事業の内容

他の事務事業との関連

成果指標 R5実績 透明性

財政健全化計画

財政健全化の取組

コスト指標 R5実績 改革改善プラン達成度
事業の目的

6,447 15,846
Ａ

0

一次評価 Ｂ
0.79 0

Ｂ 交通安全意識の高揚を図り、交通事故をなくすように効果的に事業を進
めていく。0 0

根拠法令等

事業費 36,394 該当なし

42,841
Ｃ

0 0
Ｂ

26,995

事務事業実施内容
432 交通安全教室の実施。

交通安全啓発看板の設置。
高齢者の運転免許証自主返納に対する「さのぽ」の付与。
中学生以下及び65歳以上の高齢者に対して自転車用ヘルメットの購入補
助を「さのぽ」にて実施。
泉佐野市地域公共交通協議会の設置

Ａ
交通安全教室の開催 23.0
運転者講習会の開催 7.0

Ｂ

交通安全教室、交通安全に関する各種講習会の開催。警察等と連携のもと、交
通安全対策を図る。各種団体と連携・協力のもと交通安全運動を展開し、交通
安全思想の普及や意識の高揚を図り、交通安全の推進と交通事故抑止に努め
る。高齢者の運転免許自主返納を促すため、地域ポイント「さのぽ」10万ポイ
ント進呈事業を行なっている。小学生以下の自転車用ヘルメット購入の助成と
して地域ポイント「さのぽ」ポイント（購入額の1/2、上限3千円）進呈事業を
行なっている。

交通安全啓発看板(電柱幕)設置枚数 107.0
Ｃ

交通指導員 266.0

Ｂ

交通事故件数 402.0
該当なし

該当なし
市民一人当たり交通安全教育コスト 432.0

交通安全教室参加園児・児童 4,662.0
運転者講習会参加人数 118.0

該当なし

一次評価 Ｂ
0.73 0

Ａ 平成29年度より指定管理者制に移行した。
0.6 0

交通安全思想の普及や意識の高揚を図り、交通事故の防止を図る。

0

事業費 93,557 Ａ

根拠法令等

0 0
Ｃ

79,678

泉佐野市立自転車等駐車場の設置及び使用に関す
る条例　同条例施行規則

8,172 22,051
Ａ

市営自転車置場設置数(有料) 9.0
鉄道駅へのアクセスに自転車・原動機付自転車を使用する方 市営自転車置場設置数(無料) 0.0

101,729
Ａ

事務事業実施内容
1,027 鶴原第2駐輪場が老朽化のため、南海鶴原駅海側に鶴原第2駐輪場を移転

する。平成28年4月オープン。
平成30年8月、ホテル建設にともない、りんくう自転車置場が移転した。

Ｃ

Ｃ
市営自転車置場収容台数 5,409.0

2,987.2
該当なし

自転車置場利用稼働率(％) 58.8
撤去自転車台数(台) 164.0

該当なし

市内6駅周辺の9か所に自転車置場を設置し、指定管理者により管理・運営を実
施する。

Ｃ

Ｂ
自転車・原付　１日利用台数(台) 192.3
自転車・原付　月極利用１日当たり台数(台)

該当なし
１日当り自転車置場運営に係るコスト(円) 339,096.7

鉄道駅に自転車・原動機付自転車でアクセスする方に駐輪場所を提供すること
で、スムーズな乗降を実現し、公共交通機関の利便性を向上させるとともに、
放置自転車を防止し、快適な都市環境と円滑な交通の確保を図る。

１日当り自転車置場売上(円) 240,356.0



令和6年度行政評価 事務事業評価シート（令和5年度実績）

事務事業コード 040202050 予算コード 01009500 従事人員(人) 投入コスト(千円) 評価 評価点
事務事業名 放置自転車対策事業 正規職員数 国庫支出金 有効性
担当課 道路公園課 嘱託職員数 府支出金

市単独事業 臨時職員数 市債 効率性
■条例・規則　■要綱・要領 歳出(千円) その他

人件費総額 一般財源 妥当性
減価償却費

受益者負担

事務事業類型 運営事業 フルコスト(千円) 緊急性
実施手法 全部委託 市民1人当りコスト(円)
対象 活動指標 R5実績 公的関与
その他 対象数

実施主体・委託化
事業の内容

他の事務事業との関連

成果指標 R5実績 透明性

財政健全化計画

財政健全化の取組

コスト指標 R5実績 改革改善プラン達成度
事業の目的

事務事業コード 040202030 予算コード 01009650 従事人員(人) 投入コスト(千円) 評価 評価点
事務事業名 自動車駐車場運営事業 正規職員数 国庫支出金 有効性
担当課 道路公園課 嘱託職員数 府支出金

市単独事業 臨時職員数 市債 効率性
■要綱・要領 歳出(千円) その他

人件費総額 一般財源 妥当性
減価償却費

受益者負担

事務事業類型 運営事業 フルコスト(千円) 緊急性
実施手法 全部委託 市民1人当りコスト(円)
対象 活動指標 R5実績 公的関与
不特定の市民 対象数

実施主体・委託化
事業の内容

他の事務事業との関連

成果指標 R5実績 透明性

財政健全化計画

財政健全化の取組

コスト指標 R5実績 改革改善プラン達成度
事業の目的

一次評価 Ｂ
0.28 0

Ａ 平成29年度より駐輪場指定管理者へ本業務を随意契約している。
0.4 0

0

事業費

事務事業実施内容
150 撤去台数166台

Ｃ

Ｃ

根拠法令等

0 0
Ｂ

208
泉佐野市自転車等の駐車秩序に関する条例・同条
例施行規則

3,761 14,638
Ａ

撤去作業回数 103.0
放置自転車禁止指導整理区域内に放置している自転車 撤去台数 164.0

11,085 Ｃ

14,846
Ｃ

市内各駅周辺の放置自転車禁止指導整理区域内において放置自転車の状況によ
り、定期的に放置自転車への警告・撤去を行う。放置自転車の告示・照会、所
有者から撤去保管手数料を徴収し、再度放置しない旨の誓約書の提出を求め
る。業務を民間業者へ委託している。

Ｃ

Ｂ
返還台数

該当なし

該当なし
撤去自転車１台当りの経費 90,524.3

64.0

該当なし

一次評価 Ｂ
0.23 0

Ｂ 平成19年1月よりすべての駐車場の有料化及びNPO法人・利用者組合への
維持管理委託を実施。0 0

自転車等の駐車秩序を確立することにより、都市環境の悪化を防止し、緊急時
活動の阻害防止並びに通行機能及び歩行者の安全の保持を図ることを目的とし
ている。

0

事業費 1,718 Ｃ

根拠法令等

0 0
Ｂ

3,289
泉佐野市自動車駐車場管理運営に関する要綱 1,877 306

Ｃ

162 自動車駐車場設置数 10.0
駐車場収容台数 162.0

3,595
Ｃ

事務事業実施内容
36 利用台数121台

Ｄ

Ｄ

162.0
該当なし

該当なし

泉佐野市自動車駐車場管理運営に関する要綱・泉佐野市自動車駐車場管理業務
処理要領に基づく自動車駐車場の維持・管理を行う。

Ｄ

Ｃ
駐車場使用台数 125.0
駐車場管理委託台数

該当なし
使用者一人当たりの経費 28,760.0

自動車駐車場の管理運営の適正化を図り、路上駐車等の防止と住民の安全・住
環境の向上を図る。


